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DATE/Sat. September 28, 2024
TIME/13:00 ～ 15:00

VENUE/Main conference room
Education and Student Support Center (A01), 4th Floor

Kawauchi-Kita Campus

岡田 佳憲  Yoshinori Okada
沖縄科学技術大学院大学 量子物質科学ユニット 准教授
沖縄科学技術大学院大学（OIST）の岡田佳憲と申します。
10年後の理系ラボの様子はどうなっているのでしょうか︖
最近の科学の目覚ましい発展や社会情勢の急激な変化を考慮すると、予想が難しい部分が多いと思います。
そのため、予想できないことを認め、変わり続ける姿勢が必要だと感じています。
OIST は比較的新しい大学で、現在約 90の研究室があります。ここには、いわゆる部門（department）がないため、
物理、化学、生物、数学、情報学など理系の様々な分野の研究者が同じ建物内を行き来しています。研究に限らず、
様々な考えを持つ方々が集まっています。OIST という一風変わった環境での研究室立ち上げ体験を皆様と共有し、
ディベートを通じて私自身も将来像をブラッシュアップしたいと思っております。


